
平成22年度　新聞記事等一覧　(8月分）

№ 掲載年月日 記事（番組）表題 記事（番組）概要

1 8月3日 日刊工業新聞 23面

大学等産学官連携自立化促進プロ
グラム
採択38件中間評価
文科省

東京農工大学が、文部科学省の「大学等産学官
連携自立化促進プログラム」で採択された38件
の中間評価において、若者向け共同研究プログ
ラムや専任教員ポストの確保で先行しているとし
て、５段階中Ａ評価であることを紹介。

学長 小畑　秀文 学長

2 8月3日 食肉通信 11面

ワクチンを上手に
オランダ型防疫研究し
東京農工大学農学部獣医学科 白井
淳資 教授

東京農工大学白井教授が、宮崎県で発生した
家畜の法定伝染病である口蹄疫について、イン
タビューにより解説し、ワクチンを上手く使うこと
を研究することを提案。

農学研究院 白井　淳資　教授

3 8月4日 読売新聞 27面
ミニホースの赤ちゃん誕生
農工大　名前を募集

東京農工大学で一昨年夏に続いてアメリカン・ミ
ニチュア・ホースの赤ちゃんが生まれ、愛称を募
集すると紹介。

農学府
ミニホースの会

田谷　一善 教授
丸井祐巳　氏（学生）
大野　乾 名誉博士
（卒業生）

4 8月5日 ＢＳフジ ＴＶ

「PRIME NEWS」
口蹄疫問題、事実上の終焉へ
～3ヶ月に及んだ感染拡大と、その対
応を検証
大きな犠牲が残した教訓とは？今後
の復興策どうなる？

東京農工大学白井教授が、宮崎県で発生した
家畜の法定伝染病である口蹄疫について、番組
に出演し、総括・検証。

農学研究院 白井　淳資　教授

5 8月5日 読売新聞 7面

ニホンを元気にする研究
遠山茂樹教授の目標
ロボットスースで農作業替える
力補い姿勢楽々「疲れない」

東京農工大学遠山教授が、農業の現状を聞き、
３年前に「パワーアシスト」と名付けた農業用
スーツの開発に乗り出したと紹介し、ロボット
スーツを通じ、次世代農業のあり方もアピールし
ていきたい」とコメント。

工学研究院 遠山　茂樹　教授

6 8月6日 科学新聞 7面
平成22年度　科学研究費補助金
トップ300機関ランキング

東京農工大学が、平成22年度科学研究費補助
金トップ300機関ランキングの２７位（採択金額合
計）と紹介。
※研究活動スタート支援（新規採択分）および奨
励研究を除く（新規採択＋継続分）。および学術
創成研究費（継続分）の当初配分。

学長 小畑　秀文 学長

7 8月9日 アエラ

50
ペー
ジ～
53
ペー
ジ

一過性のブームなんかじゃない
農学部ガール地球を防衛中

東京農工大学農学部國枝さんと農学府林さん
が、森林の環境保全や森林計画の研究に打ち
込んでいることを紹介し、２人を指導する戸田教
授のコメントを紹介。

農学研究院
農学部
農学府

戸田　浩人　教授
國枝　ますみ　氏
林　あかね　氏

8 8月11日 広報ふちゅう 4面
官公庁から
東京農工大学公開講座「子どもの
『樹木博士』認定」

東京農工大学公開講座「子どもの『樹木博士』の
開催案内。

農学研究院 戸田　浩人　教授

9 8月11日 農業共済新聞 6面
植物病原菌の「ルーツ」探しの旅
病害防除技術の確立へ

東京農工大学寺岡教授が、植物の病原菌の
「ルーツ」探しの旅と研究を続けているとし、病原
菌の変異を逆手にとって、病原性に関わる因子
を制御することで、新たな病害防除技術を発展
させたいと考えていると紹介。

農学研究院 寺岡　徹　教授

10 8月15日 市報こがねい 11面
催し
成人大学講座
動物医療の実際

東京農工大学を会場とし、小金井市が主催する
成人大学講座「動物医療の実際」の開催案内。

農学研究院

梶 光一　教授
渡邉 泉　准教授
清水 美希　准教授
佐々木 一昭　准教授
西藤 公司　准教授

11 8月16日 毎日新聞 22面

メディア
出入規制の中どう報じるか
検証・口蹄疫報道 下
早期発見・通報促す情報提供を

東京農工大学白井教授が、宮崎県で発生した
家畜の法定伝染病である口蹄疫について、取材
や報道の仕方について、取材指針が必要と解
説。

農学研究院 白井　淳資　教授

12 8月19日 朝日新聞 29面
世界最小種の子馬に名前を
東京農工大学が公募

東京農工大学で飼育されている世界最小種の
馬、アメリカンミニチュアホースにメスの赤ちゃん
が誕生し、子馬の名前を公募していると紹介。

農学府
ミニホースの会

田谷　一善 教授
丸井祐巳　氏（学生）

13 8月20日
at home Time
No.345　9月号

2ペー
ジ～3
ペー
ジ

教授対談シリーズ
ホット一息、カルチャーブレイク。
こだわりアカデミー
「口蹄疫」は治る病気なのに、どうして
騒ぎは大きくなった？！

東京農工大学白井教授が、宮崎県で発生した
家畜の法定伝染病である口蹄疫について、イン
タビューにより解説。

農学研究院 白井　淳資　教授

媒体名 掲載関係者・部局等
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平成22年度　新聞記事等一覧　(8月分）

№ 掲載年月日 記事（番組）表題 記事（番組）概要

14 8月23日 広報ふちゅう 5面
官公庁から
東京農工大学科学博物館「子ども科
学教室」

東京農工大学科学博物館「子ども科学教室」の
開催案内。

科学博物館 松島 朝秀　特任教授

15 8月23日 広報ふちゅう 5面
官公庁から
東京農工大学公開講座「リフレッシュ
気功・呼吸法」

東京農工大学公開講座「リフレッシュ気功・呼吸
法」の開催案内。

工学研究院 田中 幸夫　准教授

16 8月23日 広報ふちゅう 5面
官公庁から
東京農工大学健康スポーツ公開講
座「テニス基礎編」

東京農工大学公開講座健康スポーツ講座「テニ
ス応用編」の開催案内。

工学研究院 田中 幸夫　准教授

17 8月23日 広報ふちゅう 5面
官公庁から
東京農工大学公開講座「プロに学ぶ
ゴルフ初級講座」

東京農工大学公開講座「プロに学ぶゴルフ初級
講座」の開催案内。

工学研究院 百鬼 史訓　教授

18 8月25日
nature
ダイジェスト
09 2010

24
ペー
ジ～
25
ペー
ジ

NEWS IN JAPAN
世界最高の蓄電ナノ材料を開発

東京農工大学直井教授の研究グループ
が、リン酸鉄リチウムを使って特殊なナノ構
造を構成し、高出力のリチウムイオン電池
用正極材料の開発に成功したこと及び、本
学の取組について紹介。

学長
工学研究院

小畑　秀文 学長
直井　勝彦　教授

媒体名 掲載関係者・部局等

(2)



追加記事等　(7月分）

№ 掲載年月日 記事（番組）表題 記事（番組）概要

1 7月22日
日経産業新聞
（日経テレコン21）

1面

強い大学
深化する産学官連携　中
「学学」が新たな扉開く
弱点互いに補強

東京農工大学が、早稲田大学と大学間交流に
関する包括協定書を締結しており、産学連携の
後押しにも協力していると紹介。

学長 小畑　秀文 学長

2 7月22日 環境goo Web
イノベーションの敵は常識。心臓の脈
動で流体の輸送効率を2倍に

東京農工大学岩本特任准教授が、生物の脈動
原理を活用し、長い管の中に液体や気体を効率
的に流す技術を発見し、流体の輸送効率を２倍
以上にする技術を開発し、この技術の実用化に
向けて、様々な企業から共同研究の申し出があ
ると紹介。

工学府 岩本　薫　特任准教授

3 7月23日 日本経済新聞 10面
太陽熱発電開発
連携組織を発足
NEDOなど20社・機関

東京農工大学が、新エネルギー・産業技術総合
開発機構（NEDO）や他機関、民間企業とともに、
太陽の熱を使う発電技術の研究開発で、連携組
織を立ち上げると紹介。

学長 小畑　秀文 学長

4 7月24日 朝日新聞 6面
今更聞けないPLUS＋
酸性雨
被害尐なく関心薄れる

東京農工大学原教授が、酸性雨の問題を紹介
する記事で、国内で降る雨のPHは、工業化が進
む50年代には6を超えていたと解説し、「ゆっくり
進行し、具体的な害が見えにくい酸性雨は、生
活習慣病のようなもの」とコメント。

農学部附属広域都市圏
フィールドサイエンス教
育研究センター

原　宏　教授

5 7月27日 西日本新聞 2面
「爆発的感染」を教訓に
早期のワクチン接種 有効
東京農工大・白井教授に聞く

東京農工大学白井教授が、宮崎県で発生した
家畜の法定伝染病である口蹄疫について、被害
が拡大した原因や教訓をインタビューにより解
説。

農学研究院 白井　淳資　教授

6 7月28日
日経産業新聞
（日経テレコン21）

11面
NMR検出感度20倍に
日本電子と東京農工大
窒素原子、2分で測定

東京農工大学が、日本電子と共同で、従来より
20倍の感度を持つ核磁気共鳴（NMR）検出器を
開発したと紹介。

工学研究院 朝倉　哲郎　教授

7 7月28日 農業共済新聞 2面
農業白書を読んで
政策転換掲げ経営問題を詳しく分析
野見山　敏雄

東京農工大学野見山教授が、本年度に発行さ
れた農業白書ついて解説。

農学研究院 野見山　敏雄　教授

8 7月30日 ITmedia Web
使い勝手、コンテンツの双方で改善
が進む大学サイト

東京農工大学のWebサイトが、ゴメスコンサル
ティング(株)の大学が運営するWebサイトの評価
結果において、総合2位にランキングされ、サイト
構造のアクセシビリティや多言語対応が進んで
いることが高評価につながったと紹介。

学長 小畑　秀文 学長

9 7月30日
YAHOO!JAPANニュー
ス

Web
20km/hの低速電動バスで地域活性
化…
蓄電型地域交通推進協会設立

東京農工大学が、低速電動コミュニティバスを用
いた環境対応・地域密着型交通システムによっ
て、地方自治体の赤字体質を改善していくことを
目的とする一般社団法人「蓄電型地域交通推進
協会」(2010年7月1日設立)の発起人として参加
していることを紹介。

堀尾　正靱　名誉教授

媒体名 掲載関係者・部局等
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